
第68回 日本電気泳動学会総会

日 時 2017年11月24日（金）12：30～13：30
会 場 広島大学 霞キャンパス 応仁会館 大会議室（2階）

演者①

要旨①

小池 透 先生（広島大学大学院 医歯薬保健学研究科 医薬分子機能科学：小池＆木下研究室）

（和光純薬工業株式会社 開発第一本部 ライフサイエンス試薬開発部）

演題① 金属配位結合を利用したプロテオミクス

バイオインダストリーセミナー 1

　機能性タンパク質（酵素や受容体）と相互作用する物質（基質分子や医薬品）は，イオン結合，水素結合，双極子相互作用，
疎水性相互作用を組み合わせて，その選択性や結合力を保持している。しかし，水溶液中では，それら単独の結合力は，共
有結合や金属配位結合に比べて桁違いに小さい（共有結合≧金属配位結合≫イオン結合＞水素結合≫双極子相互作用～疎水
性相互作用）。したがって，分子認識を基盤としたプロテオミクスやドラッグデザインの分野では，それら弱い引力をできるだ
け数多く標的タンパク質内で働かせることができる分子構造が求められる。一方，金属配位結合は，共有結合に匹敵する結合
力を備えながら，適当な環境に置けば配位子を無傷な状態で脱離させることが可能である。したがって，金属イオンの特性を
うまく利用すれば，配位結合を実用的な分子捕捉の手段として十分利用できる。例えば，金属イオン固定化親和性カラム法の
鉄（Ⅲ）錯体やガリウム（Ⅲ）錯体，金属酸化物親和性クロマトグラフィーのチタン（Ⅳ）酸化物やアルミニウム（Ⅲ）酸化物，
His タグ技術で用いられるニッケル（Ⅱ）錯体などがその例である。
　本研究室を担当する以前，演者は，低分子亜鉛錯体を亜鉛酵素の活性中心モデル（下図）として利用した基礎化学的な研
究を行なっていた。本セミナーでは，それらの研究から得られた亜鉛イオンの特性を他の金属イオンと比較することにより，フォ
スタグ技術の開発経緯やその長所と短所について紹介したい。また，時間があれば，他の金属錯体のプロテオミクス分野へ
の利用の可能性についても提案したい。

演者②

要旨②

中川 祐二

演題② りん酸基特異的捕捉分子「フォスタグ」を利用した製品紹介

りん酸化タンパク質研究用試薬「フォスタグ」製品群の紹介をします。

Phos-tag® シリーズのご紹介はこちらから



日時：11月25日(土) 12:15〜13：15 講演者： 浅川 大樹

会場：広島大学 霞キャンパス 応仁会館 大会議室(2階) 産業技術総合研究所

エレクトロスプレーイオン化－電⼦移動解離タンデム質量分析法の

メカニズムとPhos-tagを利⽤したリン酸化ペプチド分析への応⽤
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